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この度は、名誉ある表彰を賜り⼼より感謝申し上げます。ご指導を賜
りました中南県⼟整備事務所並びに関係職員の皆様に厚く御礼申し上げ
ます。
本業務では、迅速な対応が求められる中、最新のICT技術の活⽤と組

織的な品質管理を徹底し、精確な成果の提供に努めました。現在、建設
産業は⼤きな転換期にありますが、私共は『⻘森県DXロードマップ』の
実現に寄与すべく、3次元データの利活⽤による社会インフラ管理の⾼
度化と、担い⼿確保に資する⽣産性向上を推進しております。
今回の受賞を励みに、さらなる技術研鑽に励み、社会基盤を⽀える企

業として誠実な業務遂⾏に邁進し、県⼟の安全・安⼼に貢献してまいり
ます。今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

代表取締役
福⼠ 智美

管理技術者
佐々⽊ 元太

本業務は、令和7年8⽉の豪⾬で被災した国道282号の災害復旧として、現地測量、地質調査および設計を実施
したものである。路肩崩壊により不安定な現場条件であったが、地上レーザースキャナやUAV等のICT技術を積極
的に導⼊し、調査精度の向上と⼤幅な⼯期短縮を両⽴させている。また、⾃主提案の3Dモデルによる施⼯ステッ
プの可視化は、関係機関との協議において迅速かつ確実な合意形成に⼤きく寄与し、災害復旧関係者にとって極め
て有⽤な資料となり得り、設計成果の向上が図られた。更に、災害査定が差し迫る状況において、⼯程の⼀元管理
や他部署のバックアップ体制の構築、積算業務についても主体的に完遂するなど、全社を挙げて業務に取り組んで
おり、災害復旧に多⼤な貢献をした。
以上、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」および「その他、他の模範となると認められるもの」に該

当するため、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務として推薦するものである。

繰第4016号 国道282号 道路災害防除（災害復旧）測量・設計業務委託

平川市碇ヶ関 地内

佐々⽊ 元太

株式会社 増川プロジェクト技建

令和7年9⽉25⽇〜令和8年3⽉19⽇

現地測量 1式
擁壁⼯設計 1式

7,227,000円
85点

鎌⽥ 賢⼀

⻄⾕ ⼤朗

中南県⼟整備事務所

奈良岡 篤

令和8年3⽉19⽇

ドローンによる空撮

地上LSによる点群データ取得

３D施工ステップ
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平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の⽋格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停⽌要領に基づく指名停⽌⼜は⽂書注意を令和6年7⽉8⽇以降に受けた、または
受ける予定がある
• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
繰第4016号 国道282号 道路災害防除（災害復旧）測量・設計業務委託

株式会社 増川プロジェクト技建

・創意⼯夫・技術提案①【新旧技術の融合による調査業務の最適化（⽣産性向上）】
広範囲で複雑な被災地において、既存データの活⽤とTS（⾼精度計測）・地上LS（広域計測）の使い分け

により、制度確保と⼯期短縮を両⽴。ドローン空撮も併⽤し、迅速な設計判断と業務全体の効率化を実現。

・創意⼯夫・技術提案①【新旧技術の融合による調査業務の最適化（⽣産性向上）】
広範囲で複雑な被災地において、既存データの活⽤とTS（⾼精度計測）・地上LS（広域計測）の使い分け

により、制度確保と⼯期短縮を両⽴。ドローン空撮も併⽤し、迅速な設計判断と業務全体の効率化を実現。

１．ドローンによる空撮
ドローン空撮データは、設計・査定時の判断に不可⽋な被災斜⾯の俯瞰的な情報を瞬時に提供し、設計プロセス全体の

効率化に貢献。

２．地上レーザースキャナによる点群データ取得【NETIS︓KK-220044-VE】
近接する令和４年度の災害復旧事業の測量データを最⼤限活⽤し、現地測量の重複を排除して⼤幅な作業期間の短縮を

図るとともに、被災部はTS（トータルステーション）によるミリ単位の⾼精度計測を担保し、周辺広域は地上LS（レー
ザースキャナ）による迅速かつ⾯的なデータ取得を実施。

３．3次元CADシステムの活⽤【NETIS︓KK-160030-VE】
取得した点群データを取り込み、3次元CADシステムを活⽤し、TINデータを作成。現況縦横断図を⾃動抽出することで、

測量結果を待たずに⼯法検討（予備設計）を実施した。
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・創意⼯夫・技術提案②【3D モデル活⽤による合意形成の迅速化と確実化】
3Dモデルによる施⼯段階を想定したパース図を作成し、関係機関協議を含む合意形成の場で活⽤した。

⼆次元図⾯では伝わりにくかった構造物の形状・配置などを、3Dモデルパース図により具体的に表現する
ことで、イメージを共有し、議論の活性化や合意形成の促進に繋がった。

・創意⼯夫・技術提案②【3D モデル活⽤による合意形成の迅速化と確実化】
3Dモデルによる施⼯段階を想定したパース図を作成し、関係機関協議を含む合意形成の場で活⽤した。

⼆次元図⾯では伝わりにくかった構造物の形状・配置などを、3Dモデルパース図により具体的に表現する
ことで、イメージを共有し、議論の活性化や合意形成の促進に繋がった。

災害査定や関係機関との協議において、施⼯内容に対する相⼿⽅の理解が深まり、事業への合意形成をスムーズに図る
ことができた。以後、この成果は、今後の⼯事受注者など、災害復旧関係者に対して、有⽤な資料となると考えられる。
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・業務実施上の課題への社内全体での取り組み【逼迫した履⾏期限と品質確保の両⽴】
9⽉26⽇の初回打合せから10⽉23⽇の提出期限まで、実質1ヶ⽉弱という猶予のない履⾏期限であった。

この極めて厳しい⼯程に対し、クラウドツールによる⼀元管理や他部署との連携によるバックアップ体制を
構築。組織的な機動⼒を発揮することで、設計品質の維持と期限内の完遂を両⽴させた。

・業務実施上の課題への社内全体での取り組み【逼迫した履⾏期限と品質確保の両⽴】
9⽉26⽇の初回打合せから10⽉23⽇の提出期限まで、実質1ヶ⽉弱という猶予のない履⾏期限であった。

この極めて厳しい⼯程に対し、クラウドツールによる⼀元管理や他部署との連携によるバックアップ体制を
構築。組織的な機動⼒を発揮することで、設計品質の維持と期限内の完遂を両⽴させた。
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⽬論⾒書
提出期限

第2回打合せ

初回打合せ

⽇ Sun ⽉ Mon ⽕ Tue ⽔ Wed ⽊ Thu ⾦ Fri ⼟ Sat

現地測量・地質調査
予備設計（⼯法⼀次選定）

詳細設計（⼯法⼆次選定）
図⾯作成

図⾯チェック・数量計算

数量チェック・積算資料・⼯事費積算

数量計算

⼯程的に厳しいスケジュールが想定された
ため、社内全体での対応を図ることで、
⼿戻りや品質低下を防⽌。

２．クラウドツールによる⼯程の⼀元管理

１．実施スケジュール

３．積算技術部⾨からのバックアップ体制

クラウドサービス「サイボウズ Office」を活⽤し、
全社員のスケジュール、社内メール、タスク管理を
可視化。
これにより業務全体の進捗状況を常に把握し、

計画的な⼯程管理を推進した。

⼯事発注や⼯事変更図書作成に優れた、
社内「積算技術部⾨」からのバックアップチーム体制
を構築し、図⾯チェック・数量計算、積算資料作成等
について、業務を細分化し、設計品質を確保。
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・業務実施上の取り組み【安全管理・環境保全】
急峻な地形や落⽯、野⽣動物への警戒が不可⽋である現場条件であるため、監視員の配置や保護具の着⽤

を徹底し、安全確保に努めた。併せて、現場周辺の清掃活動を並⾏して⾏い、環境保全と円滑な業務遂⾏を
両⽴させた。

・業務実施上の取り組み【安全管理・環境保全】
急峻な地形や落⽯、野⽣動物への警戒が不可⽋である現場条件であるため、監視員の配置や保護具の着⽤

を徹底し、安全確保に努めた。併せて、現場周辺の清掃活動を並⾏して⾏い、環境保全と円滑な業務遂⾏を
両⽴させた。

１．安全対策（安全教育と現場での安全管理）

現地作業着⼿に際し、弊社の安全確認テキストに基づき安全教育を徹底した。また、安全対策⽤具の確認を実施し、労
働災害の未然防⽌を図った。
さらに、各地でクマの⽬撃情報が相次いでいる現状、当該路線においても⽬撃情報があるため、作業開始前には爆⽵を

鳴らし、周知・威嚇を⾏った。

作業前ミーティングカラーコーン、看板、車留め

害虫・害獣対策用品 熊避けピストル
（威嚇）

熊避けスプレー
使用方法確認

安全確認テキスト

２．環境保全（清掃活動）

測量範囲内にはごみが散乱しており、作業員がこれらを踏んで転倒・負傷することを防⽌するため、事前に社会奉仕活
動を兼ねた清掃活動を実施した。これにより、作業員の安全を確保した。

道路沢 不法投棄


